
様　式　イ

平 成 18 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ）

　事業の最終年度として、①実証運転の実施、②基礎データの
収集・整理、③雪冷熱利用による省エネルギー・CO2削減効果

の評価を実施するとともに、平成19年度実用化に向け、地域熱
供給プラントから機器発停、機器監視を行うためのシステム改修
を実施した。

（平成18年度の実証試験結果）
・雪冷熱導入量　約1,800ﾄﾝ
・雪冷熱エネルギーの供給量　830GJ
・省エネルギー効果　97,525kWh
・二酸化炭素排出削減量　52ﾄﾝCO2（削減率82%）

（システム改造の結果）
・遠隔機器発停、機器監視は順調で、試運転等での問題はな
し。
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 　計画期間を通して、実証運転は大きな支障もなく順調に進ん
だ。雪冷熱利用にあたっては、技術的な問題はなく、省エネル
ギー・CO2削減効果も検証でき、有効な基礎データを収集でき
た。
   雪冷熱エネルギー利用実証運転事業は一定の成果を得られ
たことから、今後、実用化を図っていく。

　実用化に向けた市・民間事業者の協力体制を構築する必要が
ある。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）

　実証運転は平成15年度から継続実施しており、平成16年度
は、①実証運転の実施、②基礎データの収集・解析、③最適な
運転方法の検討、④雪冷熱利用による省エネルギー・CO2削減

効果の評価、⑤実用化に向けた課題の整理等を実施した。

（平成16年度の実証試験結果）
・雪冷熱導入量　約2,000トン
・雪冷熱エネルギーの供給量  750GJ
・省エネルギー効果　70,000kWh
・二酸化炭素排出削減量　35ﾄﾝCO2（削減率 84%）

　平成17年度の事業内容は、①実証運転の実施、②基礎デー
タの収集・解析、③最適な運転方法の検討、④雪冷熱利用によ
る省エネルギー・CO2削減効果の評価を継続実施するとともに、

実用化に向け⑤運転管理コスト削減のための自動運転化システ
ムの検討を実施した。

（平成17年度の実証試験結果）
・雪冷熱導入量　約1,700トン
・雪冷熱エネルギーの供給量　580GJ
・省エネルギー効果　67,900kWh
・二酸化炭素排出削減量　36ﾄﾝCO2（削減率 82%）

（実用化の検討）
　運転管理コストを地域熱供給事業者のエネルギー経費削減効
果に見合う程度に抑えるために、雪冷熱を利用している地域熱
供給プラントから機器発停、機器監視を行うことができるようにす
る。
　システム改造費(概算）；3,500千円
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・平成16年度；雪冷熱エネルギー利用実証運転
・平成17年度；雪冷熱エネルギー利用実証運転、運転
管理コスト削減のためのシステム検討
・平成18年度；雪冷熱エネルギー利用実証運転、システ
ム改修の検討
・平成19年度以降；実用化

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞  平成14年度に整備した都心北融雪槽の雪冷熱エネルギー利用実証設
備を用いて、雪冷熱を熱供給事業者へ供給する実証試験を行い、性能
やコストに関する評価を検証するとともに、最適な運転方法の把握、本格
運用（実用化）に向けての課題の整理等の調査検討を行う。

都心北融雪槽活用雪冷熱エネルギー利用実証運転事業

環境局環境都市推進部新エネルギー政策課　畑澤　　211-2872

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19 年 度 以 降 の 方 向 性 ・ 事 業 の 予 定

　　市による実証運転は平成18年度で終了する。平成19年度以降は、関係機関と運転管理、維持管理方法について協議を行い、実用
化を図る。

施策体系ｺｰﾄﾞ 3-2-2 3-3-3 事 業 名
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雪の冷熱エネルギー利用基礎調査費 臨時 枠内

雪冷熱導入によるCO2削減量（札幌市有施設全体）

予　算　事　業　名( 小 事 業 名 )

関　　連　　予　　算　　事　　業　　内　　訳
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［全   体］［16年度］［17年度］［18年度］
概ね計画どおりだが、平成18年度は実用化のためのシステム改修を追加実施した。
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事 業 名都心北融雪槽活用雪冷熱エネルギー利用実証運転事業施策体系ｺｰﾄﾞ

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書 （単位：千円）


